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Ⅰ 理科研究の方向性                   

１ 主題設定の理由 
全体研究では，「探究する子供を育てる教育活動の創造」を主題としています。これを

受けて理科では，探究する姿を「問題意識をもって主体的に関わり，追究の過程を繰り返す中

で，科学的な概念を構築していくこと」と押さえました。児童の探究を支えるためには，問

題解決の各過程を充実させることを通して，児童自身の問題解決の力を高めることが必要

です。 

本校の理科では，自分ごとの問題解決を目指して研究を進めてきました。理科における

探究とは，脈々と受け継がれてきた主体的な問題解決そのものであるということができま

す。これまでの研究では，問題解決の一連の過程を児童自身が進めたことにより，児童の

思いや願いに沿った形にすることができました。しかし，一方で一部の児童の知識から導

き出した考えを基に進められる場面があり，単に問題解決の流れをなぞっている児童の姿

が見られることがありました。このように，集団として問題解決を進めることによって発

生した個人差は，前研究で挙げられた「理科の見方・考え方」を働かせることや自覚する

ことの個人差に関連していると考えます。これらを踏まえると，一人一人の学びの出発点

を明確化し，個人が思考を働かせる場面を充実させることが不可欠です。個の考えを追跡

し，一人一人が「見方・考え方」を働かせることが，問題解決の力をはじめとする資質・

能力の育成につながります。 

そこで，研究主題を「自ら関わり，科学的に追究することを通して，問題解決の力を高め

る理科の学習」としました。本研究では，単元の学習の中で児童自身が問題解決の道筋を生み

出す余地をつくり，主体的・対話的に進めることを重視しました。個人の断片的な知識か

ら出発した学習が，協働的な学びを経て獲得した新たな知識とつながり，生きて働く知識

に変容させることを通して，問題解決の力を高めることを目指しました。 

 

２ 目指す児童の姿とその具体 

 

 

 

 

 

「問題意識をもって主体的に関わる子」とは，追究の過程で自然事象や自他の考えに能

動的に関わる姿を表します。「科学的に追究し考える子」とは，「理科の見方・考え方」

を働かせて追究を繰り返し，問題解決の力をはじめとした資質・能力を高める姿を表しま

す。「自己の学びを自覚し生きて働く知識を獲得する子」とは，メタ認知を図り，自己の

知識のつながりや働かせた「見方・考え方」自覚することを通して，汎用性のある科学的

な概念を構築していく姿を表しています。 

①  問題意識をもって主体的に関わる子 

② 科学的に追究し考える子 

③ 学びを自覚し生きて働く知識を獲得する子 
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Ⅱ 研究内容の具体                      

１ 自分事の問題解決を保障する単元構成 

 児童の立場から考える主体的な学びとは，問題解決の学習を計画する中で，自分なりに学習の

流れを考えたり，方法を選択したりする余地をつくることで具現化できるものです。そのために，

個人の思考や学級の傾向を丁寧に見取り，児童の思いや願いに沿った単元計画を立案しました。 

 

２ 理科の見方・考え方を働かせる指導の工夫 

本研究では，単元の学習で働かせる見方・考え方をあらかじめ想定し，学習活動の中に児童が

その見方・考え方を働かせる必然性をもたせるようにしました。問題解決の各過程では，児童が

科学的に追究できるよう見方・考え方を働かせる場面を意図的に設定しました。 

 

３ 自己の変容を自覚する振り返り 

問題解決の力を高めるには，学習過程において，どのような「見方・考え方」を働かせること

により資質・能力が育ったのか児童自身に考える機会を与えたり，既存の知識や考えと新たな知

識や考えがどのようにつながったのかメタ認知的に捉えたりすることが必要です。そこで，本研

究では，一枚ポートフォリオ評価を用いて，問題解決の過程ごとに学習の振り返りを行いました。 

＜３年次の重点＞  〇 自分事の問題解決を保障する単元構成 

〇 自己の変容を自覚する振り返り 

〇パフォーマンス課題を用いた実態調査 

事前に学習内容の本質的な問いを含む課題に取り組ませ，その回答の傾向を反映させた

学習の流れを吟味し，単元の再構成を行いました。本研究では，一般的に到達度を評価す

るパフォーマンス課題を診断的評価に応用することで児童の実態を把握しました。 

※本研究におけるパフォーマンス課題とは，パフォーマンス評価（ハート 2012）に基づき，生活

に促した文脈において知識やスキルを総合して使いこなすことを求める課題を指します。 

〇再実験，再考察を位置付けた単元構成 

単元の学習を児童主体の流れとしたとき，繰り返し検証したり，失敗から改善したりす

るための実験を位置付けることで，より必然性の高い学習の流れになると考えました。本

研究では，一度の実験から学ぶ内容をあえて段階的に検証できるよう時数を想定し，単元

構成を工夫しました。 

〇獲得した知識を日常生活の事象につなげる「適用」場面の設定 

  問題解決の過程に，「日常の事象に当てはめる」時間を設定することで，学んだ内容と経

験をつなげやすくなり，生きて働く知識を獲得できると考えました。この場面での話題を

基に，振り返りでは自身の経験からつなげて記述させることもねらいました。 

 

 

 

 

 

〇教材との関わり 

児童が見方・考え方を働かせるためには，事象を多面的に捉えられる工夫をすることが

有効です。具体的には，教材と向き合う場面で児童が必然的に視点を変えるよう仕掛けを

したり，あえて制限を設けて視点を限定したりする方法を用いました。 

〇自他の考えとの関わり 

理科の見方・考え方は，教材と向き合う時間だけでなく，意見を交流する場面でも働か

せるものです。交流場面では，科学的（実証性・再現性・客観性）であるかどうかという

フィルターで事象を捉え，互いの考えを整理することを通して妥当性を吟味します。具体

的には，考えの比較や検討がしやすいよう交流の形を工夫しました。 
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Ⅲ 実践事例                         

 

 

 

 
１ 研究授業のねらい 

本単元の学習では，「水に溶ける」とはどういうことなのか，その意味するところについて実験

を繰り返す中で体験的に捉えていくことが望ましいと考えました。単元全体を通して，児童自身が

「自分で解決したい」と思える問題を見いだし，その思いを原動力に観察・実験を行うことを重視

しました。また，問題解決の各過程では，水に溶けて見えなくなった粒子の存在を意識できるよう

な手立てを工夫しました。 

 

２ 単元の指導計画（15時間扱い） 

 

２ 単元の指導計画（15時間扱い） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生実践 『もののとけ方』 
 

実践のテーマ： 物が溶けることを質的・実体的な見方で捉え， 

条件を整理しながら検証方法を見いだす学習 
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３ 本時の学習 

(1) 本時の目標 

物が水に溶ける量について，予想や仮説を基に解決の方法を発想し，表現するなどして問題を解

決することができる。 

(2) 本時の展開（15 時間扱いの８時間目） 

学習内容 研究との関わり・留意点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時までの内容を振り返る。 

  ・砂糖は，食塩やミョウバンよりもはるかに多く溶け

た。食塩やミョウバンもたくさん溶かしたいな。どう

すれば，もっとたくさん溶かせるのかな？ 

 

２ 個人で問題を設定する。 

 

３ 学級の問題を設定する。 

 

 

４ 溶ける量を増やすための方法について予想し，全体で

交流する。 

  ・もっと水を増やしたら，溶けるんじゃないかな？ 

・温かい物に溶かすとたくさん溶けた経験があるよ。

水の温度を高くしたら，もっと溶けるんじゃない？ 

・細かく砕いたら，小さくなって溶けやすくなるから，

砕いてみるのはどうかな？ 

 

５ 個人で検証計画を立てる。 

※検証 BOARD 

「水の量や温度を変えて，溶ける量が変化するのか調

べる。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ グループで検証計画を検討する。 

 ・実証性，再現性，客観性などを意識して計画する。 

・変える条件，揃える条件を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇自己の学びを自覚する振り返り 

 研究視点３  

・均一に広がった食塩水のモデルを想起する。 

 

・個人が見いだした問題を共有し，キーワード

から学級の問題を設定する。 

 

 

 

 

・「温度」「水の量」「粒の細かさ」などの条件

を明確にする。 

・条件ごとに考えを示すようにし，実験方法の

発想につなげる。 

・アンケート機能を利用し全体の傾向を把握

する。 

・学級で統一しておく方法を確認する。 

（あたため方・具体的な水の量） 

・比較対象をつくり，条件を制御して調べるこ

とを確認する。 

 

◇理科の見方・考え方を働かせる指導の工夫 

 研究視点２  

・検証 BOARD を用いて，効率的に計画を立案で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・科学の基本的な条件を意識させる。 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

 物が水に溶ける量について，予想や仮説

を基に，解決の方法を発想し，表現するな

どして問題解決している。 

（行動観察・ノート）                  

◇授業の見所・本時で願っている児童の姿 

予想や仮説を基に，解決の方法を発想し，表現している児童の姿。 

〈科学の基本的な条件〉 

実証性・再現性・客観性 

 

 食塩水の均一性を調べる実験を通して，児童は目に見えない食塩が水の中で均一に広がっているイメ

ージをもっている。ものが水に溶ける量には限度があるかを調べる実験では，ものが水に溶ける量には

限度があることやものによって水に溶ける量の限度が違うことを捉えた。また，砂糖が水に溶ける量は，

他の２つの物質に比べて極端に多いことを知ったことで，食塩やミョウバンをもっと溶かしたいという

思いが醸成された。この時間の振り返りには，ものが水に溶ける量には限度があることを理解した上で

「条件を変えればまだまだとける」と記述する児童も存在した。 

前時まで 

条件を変えることで，ものが水に溶ける量は変化するのだろうか？ 
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４ 授業の実際 

 

 パフォーマンス課題の結果から児童の傾向を捉えると，水溶液の温

度による溶解量の変化や水溶液の均一性について正しい知識をもってい

る一方で，溶けて見えなくなった粒の質量保存については「重さは無く

なる」など誤概念が多く見られました。こうした認識のずれは，児童が

もっている知識が思考を伴わずして獲得したものであることを示してい

ます。そこで，本単元では，単元の学習を通して児童の「水に溶ける」

ということの概念を一度覆し，再構築していく必要があると考えました。 

導入では，食塩が水に溶ける様子（シュリーレン現象）の観察から気

付いたことを挙げて問題を設定しました。その後，飽和水溶液に食塩を

入れたときの様子と対比させ，粒を入れても水に溶けない様子から児童

の概念を揺さぶり，普段は意識することのない溶媒に視点を向けさせる

ようにすることで，目に見えない食塩の存在に意識を向けさせました。 

 また，問題解決の終末には，「適用」の時間を設定し，知識の概念

化を図りました。水溶液の均一性を調べた実験後には，授業で取り上げた

内容から「海の水のしょっぱさ」に考えを広げる児童

の記述が見られました。これらの経験は，その後の各

過程で質的・実体的な見方を働かせるために必要な

要素となりました。児童は，水に溶ける場合や溶けな

い場合，ものによる性質の違いについて事象を目の

当たりにしたことで，問題解決を自分事として考え

られるようになりました。 

 

 

  

 本単元では，結論を導き出した後に振り返りの時間を設定しまし

た。振り返りでは，問題解決の終末に設定した「適用」の時間と関

連させることで，学習した内容と日常の事象をつなげるように促し，

自身の考えを文章で表現することをねらいました。 

前時の記述からは，自身の経験や日常生活の場面に積極的に結び付

けようとしていることが読み取れました。学習した内容を自分なりに

捉えて，他の場面に当てはめる過程を経たことで，身に付けた知識を整

理し，事象を発展的に考える児童の姿が見られました。 

単元の終末には，学習する前後で自身の考えが変化したことを自覚

する記述が見られました。 

【前時の振り返り】                   【単元の振り返り】 

自己の変容を自覚する振り返り 

自分事の問題解決を保障する単元構成 

【質的・実体的な見方を働かせた児童の記述】 

【水と飽和水溶液の比較】 

【児童が考えた真水をつくる方法】 

【単元の振り返りの記述】 

【水と飽和水溶液の比較】 
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Ⅳ ３年次研究の成果と課題                     

３年次は「自分事の問題解決を保障する単元構成」と「自己の変容を自覚する振り返
り」を重点に研究を進めました。 

 
１ 研究の成果 
○溶媒に着目するよう工夫したことは，単元の学習を通して児童が質的・実体的な見方を

働かせる上で有効でした。 

○「適用」場面を設定し，必要に応じて具体的な場面を想像させたことは，学習内容と日

常生活を結び付ける上で有効でした。 

○「適用」場面と関連させた振り返りを記述するように促したことは，児童が他の場面に

考えを広げる上で有効でした。 

○学習履歴を活用しながら授業を進めたことは，児童が自身の変容を自覚する上で有効で

した。 

 
２ 今後の課題 

○「適用」場面の設定について，他単元の指導計画にも取り入れていくことが必要です。

系統的に扱える内容も多くあることから，どのような内容をどこで扱うかを整理するこ

とで児童の学びが深まり，より高い効果が見込めると考えます。 

○本研究では，一つの問題を解決した後に振り返りの場面を設定しました。一方で，一単

位時間で振り返りを行うことで，各過程における学びを児童自身が改善しやすくなる場

合があります。振り返りのタイミングや記述する内容については再度検討する必要があ

ります。 
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